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＊4  アグリゲーター：ネガワット（節約した電力）取引において仲介業務を担当する事業者 ＊1  固定価格買取制度は2012年7月に始まったが、太陽光発電に関しては「余剰電力買取制度」として09年11月から実施され、12年に FIT に移行した
＊2  EV：Electric Vehicleの略。電気自動車のこと
＊3  V2H：Vehicle to Homeの略。自動車と住宅の間で電力の相互供給をするシステム

「
２
０
１
９
年
問
題
」
と
は

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

を
、
電
力
会
社
が
一
定
期
間
、
同
じ
価
格

で
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度

で
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
買
取
期
間
は
10

年
間
。
09
年
に
売
電
契
約
を
行
っ
た
世
帯

は
、
10
年
が
経
過
し
た
19
年
中
に
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
買
取
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
19
年
度
末

ま
で
に
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
当
協
会
の

推
計
で
は
約
56
万
件
、
そ
し
て
20
年
度
以

降
も
毎
年
20
〜
30
万
件
の
買
取
期
間
終
了

が
続
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
２
０
１
９
年
問

題
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
（
図
１
）。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
卒
業
し
た
世
帯
は
法
律
に
よ

る
買
取
義
務
適
用
が
な
く
な
る
た
め
、
自

分
で
余
剰
電
力
の
売
り
先
を
決
め
た
り
、

自
家
消
費
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

買
取
期
間
終
了
は
周
知
さ
れ
て

い
る
か

　

問
題
の
一
つ
は
、
買
取
期
間
終
了
が
19

年
中
に
始
ま
る
こ
と
を
ユ
ー
ザ
ー
が
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
こ
と
で
す
。
09
年
度
か
ら

太
陽
光
発
電
を
始
め
た
世
帯
も
、
そ
れ
以

前
か
ら
個
別
の
売
電
契
約
を
結
ん
で
い
た

世
帯
も
自
動
的
に
契
約
が
乗
り
換
え
ら
れ

た
た
め
、
10
年
間
の
買
取
期
間
が
も
う
す

ぐ
終
わ
る
と
い
う
認
識
は
あ
ま
り
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
今
後
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

こ
の
こ
と
を
ユ
ー
ザ
ー
に
き
ち
ん
と
周
知

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
太
陽
光
発
電
協
会
会
員
の
メ
ー
カ
ー
、

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
、
販
売
・
施
工

店
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
事
業
者
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
に
つ
い
て
十
分
に

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
当
協
会
で
も
行
い
、
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
の

買
取
は
？

　

時
期
は
未
定
で
す
が
、
終
了
前
に
電
力

会
社
か
ら
「
契
約
が
切
れ
る
の
で
終
了
後

2009年11月から始まった太陽光発電の固定価格買取制度（FIT）＊1。
2019年11月以降、10年間のFIT買取期間を終了する住宅用太陽光発電が順次出始める。

FIT期間終了初年度に該当する世帯は約56万件ともいわれ、
終了後は余剰電力の新たな売電先を見つけるか、

自家消費を増やすなどの選択を迫られる。
この「2019年問題」は、ユーザーへの周知が不十分なことや、

FIT期間終了後の買取価格がいまだ公表されていないなど不確定なことが多いが、
発電した電気を自宅で使う自家消費へのシフトが進むと見られている。
今号では「2019年問題」の概要と課題、蓄電池やEV＊2、V2H＊3、

エコキュートなどによる自家消費の動向を検証する。

太陽光発電
「2019年問題」を考える
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増川 武昭氏

う
再
エ
ネ
賦
課
金
を
原
資
と
し
て
、
い
わ

ば
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
手
厚
い
〝
補
助
金
〟
を

10
年
間
享
受
し
て
き
ま
し
た
。
10
年
経
っ

た
今
、
こ
の
〝
補
助
金
〟
を
有
効
な
も
の

と
す
る
に
は
、
引
き
続
き
発
電
を
続
け
る

こ
と
だ
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
太
陽
光
発
電
は
Ｃ
Ｏ
２
を

出
さ
ず
、
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
く
て
す

む
、
未
来
へ
の
投
資
だ
か
ら
で
す
。
発
電

す
る
こ
と
自
体
が
、
国
民
に
便
益
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

買
取
期
間
終
了
後
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の

選
択
肢
を
と
る
に
し
て
も
、
多
く
の
太
陽

光
発
電
は
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
で
き
ま
す
。

設
備
の
初
期
費
用
の
減
価
償
却
が
終
わ
っ

て
い
る
な
ら
、
今
ま
で
よ
り
安
い
買
取
価

格
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
分
が
丸
々
利
益
と

な
り
ま
す
。
買
電
・
売
電
を
ま
と
め
て
契

約
し
よ
う
と
い
う
新
電
力
会
社
も
出
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
卒
業
し

て
も
、
ぜ
ひ
太
陽
光
発
電
を
長
く
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
２
０
１
９
年
問
題
」
に
お
い
て
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
保
護
が
第
一
と
考
え
ま
す
。

そ
の
上
で
、
自
家
消
費
ニ
ー
ズ
の
拡
大
や

太
陽
光
発
電
が
将
来
的
に
固
定
価
格
買
取

制
度
が
な
く
て
も
成
り
立
つ
時
代
に
つ
な

が
る
と
い
う
意
味
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側

面
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
選
択
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
通

知
が
ユ
ー
ザ
ー
に
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
の
選
択
肢
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
今
ま
で
契
約
し
て
い
た
電
気

事
業
者
と
新
た
な
売
電
契
約
を
結
び
、
余

剰
電
力
の
売
電
を
継
続
す
る
方
法
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
②
条
件
の
良
い
買
取
価
格

を
提
示
す
る
別
の
電
気
事
業
者
や
ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
＊
４
と
の
、
新
た
な
売
電
契
約

に
切
り
替
え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
買
い
取
り
を
行
っ
て
い
た
電
力

会
社
が
、
終
了
後
い
く
ら
で
買
い
取
る
か

を
ま
だ
明
確
に
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
売
電
先
を
決
め

る
た
め
に
、
当
協
会
と
し
て
も
各
社
の
早

め
の
公
表
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

自
家
消
費
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
の
買
取
価
格

は
未
定
で
す
が
、
１
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
48
円

か
ら
11
円
程
度
に
下
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
前
提
を
例
に
試
算
す
る
と
、

ユ
ー
ザ
ー
の
収
入
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間

中
よ
り
も
年
間
で
11
万
４
０
０
０
円
ほ
ど

減
少
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
（
図
２
）。

　

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
耐
用
年
数
は
20
年

以
上
と
い
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
Ｆ
Ｉ
Ｔ

買
取
終
了
後
10
年
以
上
発
電
を
続
け
る
と

す
れ
ば
、
収
入
が
減
る
こ
と
に
よ
る
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
の
経
済
的
影
響
は
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
買
う
値
段

よ
り
安
い
値
段
で
売
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
電
力
を
消
費
す
る
「
自
家
消
費
」

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

自
家
消
費
に
は
、
蓄
電
池
、
Ｅ
Ｖ
＆ 

Ｖ
２
Ｈ
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
、
い
く
つ

か
の
手
段
が
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
は
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
選
択
を
す
る
と
思
い

ま
す
（
図
３
）。

２
０
２
０
年
以
降
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
？

　

太
陽
光
発
電
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
設
置
コ

ス
ト
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
民
が
支
払

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
の
見
通
し

図1. FIT買取期間を終了する住宅用太陽光発電の導入件数（累計）
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2,304,916住宅用太陽光発電搭載率
（PV導入件数/戸建住宅総数）

住宅総数
28,598,700

住宅総数：「住宅・土地統計調査」より、
2013年の戸建住宅総数

PV＝太陽光発電（Photovoltaic）

PV導入件数 2,304,916件

2020年3月末までに
FIT卒業：約56万件

8.1％

91％

1996～2005年度：財団法人新エネルギー財団（NEF）の補助金交付実績より
2006～2008年度：一般社団法人新エネルギー導入促進協議会（NEPC）による調査より
2009～2011年度：太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）での補助金交付決定件数よりJPEA集計
2012～2016年度：経済産業省（METI）ホームページ「なっとく再生可能エネルギー」設備導入状況資料より

※2017年度のデータについては、METIの導入量（移行認定分）集計中のため変更の可能性あり

（4～9月）

図2. FIT買取期間終了前後における
       経済メリットの変化（イメージ）

図3. 自家消費電力量を増やす方法
① ユーザーのライフスタイル変更
② 設備機器の昼間稼働（エコキュート）
③ 蓄電設備導入：蓄電して夜に自家消費
④ 住宅用以外の用途でのPV電力活用（EV利用）

図1～3の出所：一般財団法人太陽光発電協会の資料より

FIT買取価格 48円/kWh
FIT終了後買取価格 11円/kWh
昼間電気料金 30円/kWh
システム容量 4.0kW
年間発電量 4,400kWh
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147.8
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売電
33.9
自家消費
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39.6

FIT買取終了後
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率
＊
１
の
向
上
も
実
現
。
充
放
電
時
の
ロ

ス
が
極
力
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
③
自
立
運
転
出
力
＊
２
を
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
停
電
時
に
使
え
る
機
器

の
種
類
や
数
が
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

瞬
間
的
に
多
く
の
電
気
を
使
う
電
気
ケ
ト

ル
な
ど
も
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
」

　

シ
ャ
ー
プ
の
蓄
電
池
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
と
つ
な

が
っ
て
い
る
「
ク
ラ
ウ
ド
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
」
と
な
っ
て
い
る
。「
例
え
ば
、
全
国

の
天
気
予
報
情
報
を
サ
ー
バ
ー
に
集
め
て
、

翌
日
が
雨
の
予
報
だ
っ
た
ら
、
太
陽
光
発

電
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
、
夜
間

の
安
い
電
気
で
満
充
電
し
ま
す
」
と
い
っ

た
機
能
も
人
気
の
一
つ
だ
。
将
来
的
に
は
、

サ
ー
バ
ー
に
上
が
っ
て
き
た
顧
客
の
状
況

や
困
り
ご
と
、
要
望
な
ど
を
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
解
決
す
る
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
よ
り
便
利
で
快
適
な
生
活
を
提
供
す

る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
役
目
で
す
。
来
年
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
切
れ
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
お
客
様
に

提
案
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

蓄
電
池
設
備
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光
発
電

の
交
換
も
含
め
た
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ご
提
案
を
今
、
準
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」

た
新
し
い
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
２
０
１
８

年
７
月
に
発
売
し
た
。

　
「
自
家
消
費
時
代
を
見
据
え
て
、
様
々

な
点
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
①
蓄
電
池
は
充
放
電
電
力
を
拡
大

し
、
従
来
品
の
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
充
電
と

放
電
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
急
速
充
電

な
の
で
発
電
し
た
電
力
を
ロ
ス
な
く
貯
め

る
こ
と
が
で
き
、
放
電
も
倍
に
な
る
の
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
機
器
が
増
え
ま
す
。

　

ま
た
、
②
パ
ワ
コ
ン
の
Ｐ
Ｖ
変
換
効

図1. 2019年に向けた「自家消費先取りモデル」と特長

　
「
２
０
１
８
年
度
は
、
消
費
税
率
ア
ッ

プ
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
の
前
年
度
と

な
る
の
で
、
両
者
が
プ
ラ
ス
に
働
い
た
場

合
、
住
宅
用
蓄
電
池
は
業
界
全
体
で

５
万
７
０
０
０
台
か
ら
８
万
台
く
ら
い
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少

し
幅
が
あ
り
、
強
気
な
予
測
で
す
が
、
蓄

電
池
導
入
が
一
気
に
広
が
る
可
能
性
を
感

じ
て
い
ま
す
」

　

10
年
前
の
２
０
０
９
年
時
点
で
す
で
に

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
た
ユ
ー
ザ
ー

は
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常
に
高
い

と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間

蓄
電
池
社
会
の
幕
開
け
を

「
２
０
１
９
年
問
題
」が
後
押
し

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
っ
た
住
宅

用
蓄
電
池
が
需
要
拡
大
に
弾
み
を
つ
け
て

い
る
。
２
０
１
７
年
度
の
業
界
全
体
の
販

売
台
数
実
績
は
４
万
２
０
０
０
台
と
、
前

年
度
を
上
回
っ
た
。
な
か
で
も
シ
ャ
ー
プ

の
販
売
台
数
は
前
年
度
比
50
％
ア
ッ
プ
と

な
る
７
０
０
０
台
で
、
17
％
の
シ
ェ
ア
を
確

保
。
こ
の
状
況
を
「
ジ
ャ
ン
プ
の
前
の
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
の
立
ち
位
置
に
た
ど
り
着

い
た
と
こ
ろ
」
と
、
五
角
博
純
氏
は
語
る
。

１
万
５
０
０
０
台
の
純
増
に
な
る
計
算

だ
。
こ
う
し
た
強
気
の
予
測
が
立
て
ら
れ

る
の
も
、
従
来
、
消
費
者
が
問
題
と
し
て

き
た
蓄
電
池
の
諸
問
題
が
技
術
開
発
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

　

発
火
・
発
煙
の
危
険
性
に
関
し
て
は
、

「
震
災
対
策
基
準
」
に
対
応
し
た
設
計
や

不
具
合
の
制
御
な
ど
で
安
全
性
が
担
保
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
設
置
ス
ペ
ー

ス
の
点
も
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
実
現
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
残
る
の
は
コ
ス
ト
の
問

題
だ
。
以
前
と
比
べ
る
と
か
な
り
安
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
導
入
す
る
際
の
初

期
費
用
は
ま
だ
高
く
、
投
資
回
収
期
間
は

10
年
を
超
え
る
。

　
「
回
収
期
間
が
７
、８
年
く
ら
い
に
な
れ

ば
、
一
気
に
普
及
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と

見
て
い
ま
す
。
今
後
の
需
要
拡
大
に
よ
り

蓄
電
池
社
会
の
到
来
が
近
づ
い
て
い
る
と

実
感
を
持
っ
て
い
ま
す｣

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
新
製
品
は

「
自
家
消
費
先
取
り
モ
デ
ル
」

　

シ
ャ
ー
プ
で
は
、「
２
０
１
９
年
に
向

け
た
自
家
消
費
先
取
り
モ
デ
ル
」
と
銘

打
っ
て
、
高
効
率
な
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」
と
大
容
量
の

「
８
・
４
ｋ
Ｗ
ｈ
蓄
電
池
」、
こ
れ
ら
に
対

応
し
た
「
電
力
モ
ニ
タ
」
を
組
み
合
わ
せ

が
終
了
し
て
も
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
向
は

変
わ
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
の
た
め
の
蓄
電
池
導
入
は
ま
す
ま

す
拡
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
２
０
１
９
年
度
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
切
れ
は
約

56
〜
58
万
件
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
半
分
の
約
30
万
件
は
シ
ャ
ー
プ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
お
使
い
の
お
客
様
で

す
。
私
ど
も
の
想
定
で
は
、
い
わ
ゆ
る

〝
シ
ャ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
〟
の
３
〜
５
％
の
家
庭

で
蓄
電
池
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

シ
ャ
ー
プ
の
場
合
、
仮
に
５
％
で

Ｅ
Ｖ
な
ら
自
動
車
の
購
入
と

蓄
電
池
の
導
入
が
一
度
に

　

太
陽
光
発
電
の
「
２
０
１
９
年
問
題
」

を
新
た
な
商
機
と
し
、「
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
を
走
る
蓄
電
池
に
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
住
宅
と
Ｅ
Ｖ
を
つ
な
ぐ
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｖ
２

Ｈ
」
を
発
売
し
て
い
る
の
が
三
菱
電
機
だ
。

　
「
単
に
太
陽
光
発
電
で
作
っ
た
電
気
を

充
電
に
使
う
だ
け
で
な
く
、『
Ｖ
２
Ｈ 

（
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
）』
と
呼
ば

れ
る
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

Ｅ
Ｖ
か
ら
住
宅
へ
電
気
を
供
給
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
昼
間
は

Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
電
気
を
貯
め
、
夜

は
そ
の
電
気
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
気
の
〝
地
産
地
消
〟
で
す
」（
塩
田
氏
）

　

Ｅ
Ｖ
の
総
蓄
電
容
量
は
大
き
く
、
日
産

自
動
車
の
「
リ
ー
フ
」
で
は
最
大
40
ｋ
Ｗ

ｈ
と
大
容
量
。
家
庭
で
の
電
気
使
用
量
を

10
〜
14
ｋ
Ｗ
ｈ
／
日
と
仮
定
す
る
と
、
40

ｋ
Ｗ
ｈ
な
ら
２
〜
４
日
の
家
庭
内
す
べ
て

の
電
源
供
給
が
可
能
と
い
う
計
算
に
な

る
。
大
容
量
で
も
自
動
車
の
躯
体
自
体
が

防
火
壁
等
の
性
能
を
満
た
し
て
お
り
、
安

全
性
も
担
保
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
な
ら

ば
、
自
動
車
の
購
入
と
蓄
電
池
の
導
入
が

一
度
に
満
た
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
か
か

ら
な
く
な
る
た
め
経
済
的
だ
。

　
「
当
社
の
系
統
連
系
型
＊
３
の
「
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ 

Ｖ
２
Ｈ
」
の
特
長
と
し
て
は
、
電
力

系
統
と
太
陽
光
・
Ｅ
Ｖ
の
電
力
を
シ
ー
ム

レ
ス
で
使
え
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
太
陽
光
発
電
の
電
力
を

優
先
的
に
家
庭
の
電
力
消
費
に
使
用
し
、

不
足
す
る
分
だ
け
を
Ｅ
Ｖ
か
ら
供
給
、
そ

れ
で
も
不
足
す
る
場
合
は
電
力
系
統
か
ら

と
い
う
順
で
電
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
長
は
、
停
電
時

に
も
太
陽
光
で
発
電
し
た
電
力
を
Ｅ
Ｖ
に

充
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
震
な

ど
に
よ
る
長
期
の
停
電
時
も
、
発
電-

蓄

蓄
電
池
、Ｅ
Ｖ
＆
Ｖ
２
Ｈ
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
で

自
家
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応

２
０
１
９
年
度
は
、
約
56
万
件
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
自
家
消
費
電
力
増
加

へ
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
自
家
消
費
の
た
め
の
選
択
肢
は
蓄
電
池
、
Ｅ
Ｖ
＆
Ｖ
２
Ｈ
、
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
な
ど
が
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
後
の
自
家
消
費
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
メ
ー
カ
ー
に
聞
い
た
。

シャープ株式会社
IoT　HE事業本部

エネマネ企画開発統轄部長兼
スマートホーム推進部長

五
ご

角
か く

 博
ひ ろ ず み

純氏

＊1  発電された直流電力を家庭用の交流電力に変換する際の変換効率
＊2  停電時に蓄電池からバックアップできる出力
＊3  一般家庭で発電した電力を電力会社の送配電網に接続すること。「非系統連系型」は電力会社の送配電網に接続できない

◆ 特 長

蓄電池の充放電電力の拡大1
 ⇒ 急速充電に対応
 ⇒ 晴れ間が短くても充電量を最大化可能
 ⇒ 停電時にむだなくPVから充電が可能

パワコンのPV変換効率の向上2
 ⇒ 充放電時のロスを抑える

自立運転出力のアップ3
 ⇒ 停電時に同時に使える機器の数の増加

電力モニタ
JH-RWL7Z

NEW

NEW

NEW

8.4kWh蓄電池
JH-WB1821

P V

高効率ハイブリッドパワコン
JH-42JT2/JH-55JT3

高効率ハイブリッドパワコン
JH-42JT2/JH-55JT3

特  集特  集

太陽光発電
「2019年問題」を考える

―
― 

三
菱
電
機
株
式
会
社

Ｅ
Ｖ
に
電
気
を
た
め
て

家
庭
で
使
う

2

―
― 
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

注
目
を
集
め
る

「
蓄
電
池
」の
需
要
拡
大

1
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る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
場
合
は
、
Ｅ
Ｖ
が

蓄
電
池
の
役
割
を
果
た
す
の
は
難
し
い
。

　
「
自
動
車
の
利
用
が
休
日
中
心
の
方
や
、

奥
様
の
買
い
物
や
お
子
さ
ん
の
送
迎
用
の
セ

カ
ン
ド
カ
ー
と
し
て
自
動
車
を
利
用
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
自
宅
に
駐
車
し
て
い
る

時
間
が
比
較
的
長
く
、
太
陽
光
で
発
電
し

た
電
気
を
Ｖ
２
Ｈ
を
通
じ
て
有
効
活
用
で

き
る
た
め
、
Ｖ
２
Ｈ
＆
Ｅ
Ｖ
の
親
和
性
が
高

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
え
ま
す
」（
園
江
氏
）

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
と

太
陽
光
発
電
の
連
携
も
可
能

　

ま
た
、
自
動
車
を
必
要
と
し
な
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択
肢
と
し

て
は
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
利
用
が
挙
げ
ら

れ
る
。
従
来
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
夜
間
電

力
を
利
用
し
て
お
湯
を
作
っ
て
い
た
が
、

最
新
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
太
陽
光
で
発
電

し
た
電
力
で
お
湯
を
作
り
、
貯
め
て
お
く

こ
と
も
で
き
る
。
２
０
０
９
年
ま
で
に
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
た
家
庭
で
は
、

補
助
金
が
出
て
い
た
こ
と
も
あ
り
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
の
普
及
率
が
高
く
、
給
湯
器
の

電-

消
費
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

が
で
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
安
心
と

い
う
わ
け
で
す
」（
塩
田
氏
）

　

電
力
イ
ン
フ
ラ
の
強
固
な
日
本
で
も
、

近
年
で
は
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
地
震
な

ど
自
然
災
害
に
よ
る
停
電
も
少
な
く
な
い
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 
Ｖ
２
Ｈ
の
導
入
に
よ
り
、
普

段
ど
お
り
の
生
活
が
で
き
る
点
は
大
き
な

バ
リ
ュ
ー
と
な
り
得
る
。

　
「
日
本
は
世
界
と
比
較
し
て
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
１
５

年
の
パ
リ
協
定
で
２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
目
標
が
定
め
ら
れ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
電
動
化
も
避
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

す
。
２
０
０
９
年
時
点
で
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
て
い
た
ユ
ー
ザ
ー
は
、
環
境
に
対

す
る
意
識
が
非
常
に
高
く
、
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト

に
も
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
予
測
で
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
問
題
が
、
Ｖ
２
Ｈ
の
導
入
と

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
の
後
押
し
を
す
れ
ば
、
蓄
電

池
の
量
産
化
に
も
つ
な
が
り
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
も
期
待
で
き
ま
す
」（
塩
田
氏
）

　

た
だ
し
、
Ｅ
Ｖ
は
〝
走
る
蓄
電
池
〟
で

あ
る
。
毎
日
の
通
勤
に
自
動
車
を
利
用
す

更
新
時
期
と
も
重
な
る
こ
と
で
提
案
が
し

や
す
い
。

　
「
２
０
０
９
年
ま
で
に
太
陽
光
を
設
置
さ

れ
た
方
は
、
２
０
１
９
年
以
降
は
買
取
価

格
が
大
き
く
下
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
当
社
の
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
に
は
太
陽
光
の
発
電
状
況
を

見
な
が
ら
昼
間
に
稼
働
す
る
機
能
を
搭
載

し
て
お
り
、
太
陽
光
で
作
っ
た
電
気
を
有

効
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
翌
日
の
天
気

予
報
か
ら
太
陽
光
の
発
電
量
を
予
測
し
、

わ
き
上
げ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
自
動
で
判
断
す

る
機
能
も
新
た
に
搭
載
し
ま
し
た
」（
図
３
）

（
山
中
氏
）

　

な
お
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
に
は
非
常
用
取

水
栓
が
付
い
て
お
り
、
断
水
時
に
は
タ
ン

ク
内
の
水
を
生
活
用
水
と
し
て
使
え
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
「
２
０
１
９
年
に
向
け
て
、
メ
ー
カ
ー
と

し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
い

く
こ
と
。
そ
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
商
品
を
市
場
に
投
入
し
、
自
家
消
費

に
最
適
な
提
案
を
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」（
塩
田
氏
）

特  集特  集

太陽光発電
「2019年問題」を考える

三菱電機株式会社
リビング・デジタルメディア事業本部

電材住設スマート事業部
電材住設スマート計画部　次長

塩田 実氏

三菱電機株式会社
京都製作所

スマートエネルギー製造部
技術第2グループマネージャー

園江 洋氏

三菱電機株式会社
リビング・デジタルメディア事業本部

電材住設スマート事業部　
ハウジング営業部

東日本ハウジング営業課　
担当課長

山中 治樹氏

図2.  「SMART V2H」の特長（停電時）図3. 「お天気リンクAI」を搭載したエコキュートの特長

系統連系型（SMART V2H）
停電時でもPV発電能力（最大約6kVAまで）に
応じて発電可能。通常どおり家庭内のコンセン
トから電気取り出し可能

停電

EVへの充電

EV

給電
分  電  盤

電化製品

PV用
パワーコンディショナー

SMART
V2H

給電

お天気リンクAIなし お天気リンクAIによる太陽光発電活用イメージ

夜間 昼間

当　日 翌　日主に夜間電力で
わき上げる
通常運転

＊お天気リンクの
有無によらず、
お湯が不足する
と予測される場
合には昼間わき
増しを行う

発電量の多い日は
太陽光発電を

使用するように運転

太陽光による発電量が
少ない日は夜間の電気を
使用してわき上げ

夜間
0:00 7:00 23:00

わき上げ
運転

太陽光発電
電力活用運転

発電電力

夜間 昼間 夜間
0:00 7:00 23:00

わき上げ
運転

発電電力

夜間
0:00 7:00

わき上げ
運転

翌
日
の
天
気
予
報
に
よ
っ
て

太
陽
光
に
よ
る
発
電
量
を
予

測
、
わ
き
上
げ
タ
イ
ミ
ン
グ

を
自
動
で
判
断
す
る
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重
県
鳥
羽
市
に
あ
る
「
鳥
羽
市
立
海
の
博
物

館
」
は
、
漁
師
や
海
女
な
ど
海
辺
に
生
き
る
人
々

の
技
術
と
知
恵
を
紹
介
す
る
博
物
館
だ
。
所
蔵

す
る
資
料
点
数
は
約
６
万
点
。
２
つ
の
展
示
棟
や
重
要
文

化
財
収
蔵
庫
、
体
験
学
習
館
な
ど
７
棟
か
ら
な
り
、

１
９
９
２
年
に
竣
工
さ
れ
た
。

　

な
か
で
も
展
示
棟
は
、
木
造
の
大
架
構
で
造
り
出
さ
れ

た
大
空
間
が
特
徴
的
だ
。
来
館
者
が
閉
塞
感
な
く
鑑
賞
で

き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
ま
る
で
鯨
の
体
内
に
い
て
肋
骨
を

眺
め
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
。
天
井
を
見
上

げ
る
と
、
頂
部
に
背
骨
の
よ
う
な
応
力
が
集
中
す
る
部
分

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
力
が
分
散
さ
れ
て
地
面
に
伝

わ
る
。
斜
材
と
ア
ー
チ
状
の
部
材
が
相
互
に
助
け
合
っ
て

力
を
伝
え
る
こ
と
で
架
構
全
体
が
成
り
立
つ
構
造
だ
。
曲

げ
加
工
が
で
き
る
集
成
材
工
場
で
柱
梁
を
造
り
、
現
場
で

組
み
立
て
た
。
当
時
は
こ
の
よ
う
な
集
成
材
の
使
い
方
が

珍
し
く
、
完
成
ま
で
に
３
年
半
か
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

外
観
は
海
か
ら
の
塩
害
を
考
慮
し
て
屋
根
に
瓦
、
外
壁
は

杉
板
張
り
に
タ
ー
ル
と
カ
ー
ボ
ン
を
混
ぜ
た
塗
装
を
施
し

て
い
る
。

　

設
計
は
建
築
家
の
内
藤
廣
氏
。
博
物
館
館
長
の
石
原
義

剛
氏
は
、
当
時
ま
だ
若
手
だ
っ
た
内
藤
氏
と
一
緒
に
30
ほ

ど
の
博
物
館
を
見
て
ま
わ
り
、
博
物
館
の
姿
勢
と
存
在
意

義
を
共
有
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
博
物
館
は
、

日
本
建
築
学
会
賞
な
ど
数
々
の
受
賞
に
よ
り
、
気
候
風
土

を
生
か
し
た
内
藤
氏
の
代
表
的
な
出
世
作
と
な
っ
た
。
豊

富
な
文
化
財
と
建
物
の
魅
力
に
溢
れ
た
博
物
館
は
、
海
の

文
化
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

迫力ある
木造大架構の
「海の博物館」展示棟

三

写真提供：鳥羽市立海の博物館

三重県
鳥羽市
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服
店
な
ど
で
は
荷
物
預
か
り
を
介
し
て
交
流
が
生

ま
れ
、
日
本
の
文
化
を
体
験
い
た
だ
け
る
機
会
に

も
な
り
ま
す
」

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
不
足
の
解
消
で

地
域
経
済
活
性
と
い
う
相
乗
効
果
も

—

預
か
り
所
に
な
る
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
な
ど
で
同
社
が
定
め
る
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
必
要
。
荷
物
の
破
損
や
盗
難
に
備
え
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
保
険
も
開
発
し
、
荷
物
１
つ
に
つ
き

20
万
円
ま
で
補
償
し
て
い
る
。

　
「
料
金
の
支
払
い
は
利
用
者
が
事
前
登
録
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
限
定
。
個
人
情
報
も
把
握

で
き
、
荷
物
放
棄
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
１
月
に
１
０
０

カ
所
の
預
か
り
所
を
確
保
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
全
国
37
都
道
府
県
、

１
０
０
０
店
舗
に
拡
大
し
て
い
ま
す
」

—

手
続
き
の
煩
わ
し
さ
を
排
除
し
た
シ
ン
プ

ル
な
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
き
め
細
か
な
安
心
・
安

全
対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
、
荷
物
預
か
り
に
対
す

る
店
舗
と
利
用
者
双
方
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
っ
た
。
こ
れ
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
急
速
に
拡
大
さ

せ
る
鍵
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
現
在
の
利
用
者
は
外
国
人
が
７
割
。
語
学
が

苦
手
で
も
シ
ス
テ
ム
が
シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
ス
マ

ホ
画
面
を
指
さ
し
す
る
だ
け
で
や
り
取
り
が
可
能

で
す
。
ま
た
英
語
や
中
国
語
、
韓
国
語
な
ど
多
言

語
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
提
供
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
チ
ャ
ッ
ト
対
応
も
し
て
い
ま
す
」

—

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
同
社
だ
が
、
す
べ

て
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
難
民
を
救
う
に
は
あ
と

30
万
個
分
の
荷
物
の
預
か
り
ス
ペ
ー
ス
が
足
り

ず
、
預
か
り
所
を
１
万
店
舗
に
ま
で
増
や
す
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
。
新
規
開
拓
の
秘
策
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
「
今
後
は
駅
の
活
用
も
拡
大
し
た
い
で
す
ね
。

昨
年
末
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
と
の
業
務
提
携
も
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
起
業
当
初
か
ら
視
野
に
入
れ
て

い
た
こ
と
で
、
駅
に
荷
物
預
け
入
れ
の
拠
点
を
持

つ
こ
と
は
大
き
な
強
み
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
も
コ

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
不
足
の
課
題
は
強
く
感
じ
て
い
た

よ
う
で
、業
務
提
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
ま
し
た
」

—

地
方
自
治
体
と
も
組
ん
で
い
き
た
い
と
い

う
。
今
年
８
月
に
は
青
森
商
工
会
議
所
な
ど
と
提

携
し
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
の
期
間
中
に
同
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
。
毎
年
課
題
と
な
っ
て
い
た
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
難
民
の
救
済
に
貢
献
し
た
。

　
「
預
か
り
所
と
な
っ
た
地
元
商
店
街
の
認
知
が

拡
大
さ
れ
、
利
用
者
の
増
加
と
い
う
相
乗
効
果
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
も
図
り

な
が
ら
、
今
後
は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
を
目

指
し
て
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
は
世
界
５
０
０
都

市
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

—

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
設
置
は
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
そ
こ
で
、
店
舗
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
た
。
似
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は

あ
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
が
シ
ン
プ
ル
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
ま
ず
重
視
し
た
の
が
簡
便
性
だ
。

　
「
店
舗
業
務
の
簡
素
化
と
利
用
者
の
使
い
や
す

さ
を
徹
底
的
に
追
求
し
ま
し
た
。
手
続
き
に
必
要

な
の
は
荷
物
と
ス
マ
ホ
だ
け
。
ス
マ
ホ
さ
え
あ
れ

ば
利
用
者
は
空
き
情
報
を
確
認
・
予
約
で
き
、
確

実
に
荷
物
を
預
け
ら
れ
ま
す
」

—

荷
物
を
預
け
た
い
人
は
ス
マ
ホ
か
ら
店
舗

を
検
索
し
て
予
約
し
、
指
定
の
時
間
に
店
舗
に
出

向
き
、
店
員
に
ス
マ
ホ
の
予
約
画
面
を
見
せ
る
。

店
員
は
ス
マ
ホ
で
荷
物
の
写
真
を
撮
影
し
、
ｅ
ｃ

ｂ
ｏ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
利
用
者
の
ス
マ
ホ
に
送

信
。
こ
れ
が
〝
預
か
り
証
〟
と
な
り
、
荷
物
引
き

取
り
は
ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
る
だ
け
だ
。

　
「
当
初
は
駅
周
辺
の
店
舗
を
中
心
に
１
軒
ず
つ

回
っ
て
開
拓
し
て
き
ま
し
た
。
新
た
に
預
か
り
所

に
な
っ
た
店
舗
は
、
マ
ン
ガ
喫
茶
や
ア
パ
レ
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
呉
服
店
な
ど
様
々
。
店
舗
へ
の
集
客

や
認
知
度
ア
ッ
プ
に
も
ひ
と
役
買
い
、
副
収
入
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
や
百
貨
店
な
ど
で

の
既
存
ク
ロ
ー
ク
業
で
も
、
事
業
強
化
の
た
め
に

シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
共
通
の

利
点
は
導
入
費
用
が
一
切
か
か
ら
な
い
こ
と
。
呉

荷
物
を
確
実
に
預
け
ら
れ
る

シ
ン
プ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

—

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
り
ホ
テ
ル
不
足

と
と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
不
足
。
中
で
も
外
国
人
旅
行
者
が
持
つ
大
き

な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
も
の
は
少
な
い
。

そ
ん
な〝
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
難
民
〟を
救
う
ビ
ジ

ネ
ス
を
開
始
し
た
の
が
ｅ
ｃ
ｂ
ｏ
だ
。
街
中
に
あ

る
カ
フ
ェ
や
美
容
室
な
ど
、
荷
物
を
預
か
る
場
所

が
あ
る
店
舗
と
、
荷
物
を
預
け
た
い
人
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る「
空
き
ス
ペ
ー
ス
」の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
だ
。

　
「
渋
谷
で
外
国
人
旅
行
者
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

探
し
を
手
伝
っ
た
こ
と
か
ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
難
民
は
日
本
で
１
日
に

17
万
６
０
０
０
人
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
驚
き

システムの簡便性を追求し
スマホのみで手続きを可能に

店舗の空きスペースと
荷物を預けたい人をマッチング

店舗への集客効果で
地域経済の活性化にも貢献

ｅエ

ク

ボ

ｃ
ｂ
ｏ
株
式
会
社

ここが注目ポイント

“コインロッカー難民”を救え！
目からウロコの
シェアリングサービス

本　　社  ● 東京都渋谷区東3-24-2 
  恵比寿STビル3階
創　　業  ● 2015年
事業内容  ● 店舗の遊休スペースを使っ

た荷物預かりプラットフォー
ム「ecbo cloak」を運営

代表取締役社長　

工藤 慎一氏

利用者はスマホ画面を見せるだけ。利用料は
1日につきスーツケースサイズ1個600円

サービスの流れ　 ecboのビジネスモデルhttps://cloak.ecbo.io/
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　飛島建設（株）・住友林業（株）・ミサワホーム（株）
の３社は、地中における丸太単体の鉛直支持力の設計手
法、施工方法、現場品質管理方法に関して、一般財団法
人日本建築センター（BCJ）初の評定を2018年1月26
日付で取得。このたび評定に係る各種手続きを完了し、
BCJに最終図書が受理された。3社では今後、丸太を
使った軟弱地盤対策工法を確立していく。
　軟弱地盤補強で使われる木杭の鉛直支持力は、同形状
のコンクリート杭や鋼管杭に比べて一般的に大きいこと
が知られている。そのため3社は新しい軟弱地盤対策工
法として、木材を活用する「丸太打設軟弱地盤対策＆カー
ボンストック（LP-SoC）工法」の共同開発を進めている。
この工法は戸建て住宅などへの使用を想定。小規模建築
物の地盤補強に用いられる一般的な許容鉛直支持力の算
定式に評定で認められた係数をかけることにより、丸太
を用いた場合の鉛直支持力は従来よりも大きく見ること
ができるようになる。使用するのは、皮を剥ぎ両端面を
平坦に切断した生の丸太で、樹種はスギ、カラマツ、ヒ

ノキなど。LP-SoC工法は丸太頭部が常に地下水位以深
にあるため地盤補強材は半永久的に使用することが可能。
　今後3社は丸太頭部の処理方法や継ぎ丸太への対応、
住宅地などにおける平面的な地盤補強の設計方法および
品質管理方法を課題として研究開発を進め、次ステップ
の評定を取得し2019年度の実用化を目指す。

　「クリーンウッド法」に基づく登録のための建築・建
設事業者向け無料セミナー・個別相談会が、9月14日～
11月1日の期間、全国各地で開催される。
　2016年5月に公布された「クリーンウッド法」は、
17年5月に施行開始。合法伐採木材の流通や利用を促進
する同法は、対象となる木材や木材関連事業者の範囲、
登録方法などを定めている。
　セミナーでは「クリーンウッド法」の概要、登録の意義、
登録木材関連事業者になるための具体的な手続きなど、説
明と質疑応答により、建築・建設事業者の疑問に答える。
　また、登録実施機関の担当者による、個別相談会も実
施される。１事業者当たり20～30分ほど、個別に申請
書の書き方や登録手数料、登録に当たっての留意点など
を相談できる。

● 主催：クリーンウッド建築・建設関連登録促進協議会
＊問い合わせ先：042-649-8250
http://www.howtec.or.jp/files/libs/2272/201808
091442196219.pdf

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

十年一昔。「世の中は移り変わりが激しく、10年もたつともう昔のことになって
しまう」という意味の言葉です。今から10年前（ ’07 ～ ’08年）の流行語を振
り返ると、「猛暑日」「ゲリラ豪雨」がランクインされていましたが、今や『流行』
ではなくなってしまった観があります。自然環境は十年一昔ではなく、もっと長
いサイクルで移り変わるのかもしれません。今回の「2019年問題」についても、
長期的な視点で考える必要があると思います。（E.K）

編
集
後
記

今月のニュース

住友林業（株）住宅・建築事業本部　多摩支店　立川第一住宅展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

「丸太打設軟弱地盤対策＆カーボンストック（LP-SoC）工法」　イメージ

クリーンウッド法に基づく登録のための
無料セミナー・個別相談会を開催

3 社共同開発の木材を活用した地盤補強工法
日本建築センター初の評定を取得

■ 開催場所一覧
開催日 

(平成30年) 開催地 会 場
開催内容と募集人数

セミナー
（10:00～12:00）

個別相談会 
（13:00～15:00）

9月14日(金) 東京都 全国町村議員会館 100名 30社

9月21日(金) 札幌市 札幌コンベンション
センター 50名 10社

10月3日(水) 仙台市 フォレスト仙台 50名 10社
10月12日(金) 名古屋市 名古屋国際会議場 50名 10社
10月15日(月) 大阪市 エル・おおさか 100名 30社
10月23日(火) 広島市 広島国際会議場 50名 10社
10月29日(月) 福岡市 天神クリスタルビル 50名 10社
11月1日(木) 高松市 高松商工会議所 50名 10社

施工の流れ

被覆土
（本評定対象外）

充填材
（本評定対象外）
（砕石）

丸太鋼管

表土層

軟弱
粘土層

必要に応じて実施
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

6月

27,399

9,308
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